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第４号

１

新
年
の
ご
挨
拶

一

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
 

小
倉
城灯台写真コンテスト表彰式（小倉城内）

岩松助左衛門翁顕彰櫓（小倉城内）

10
月
30
日

古
来
よ
り
海
の
難
所
で
あ
っ
た

若
松
沖
の
響
灘
に
あ
る
白
洲
（岩
礁
）に
灯
台

の
建
設
を
始
め
た
岩
松
助
左
衛
門
翁
の
没
後

１
５
０
年
を
偲
ん
で
小
倉
城
に
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

岩
松
翁
の
功
績
は
戦
前
に
は
小
学
校
の
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
出
身
地
の
小
倉
北

区
長
浜
地
区
で
は
郷
土
の
偉
人
と
し
て
顕
彰

会
が
設
立
さ
れ
、
小
倉
城
内
に
は
岩
松
翁
顕

彰
櫓
（記
念
塔
）が
を
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

で
は
岩
松
翁
ゆ
か
り
の
書
物
や
品
々
が
常
設

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

響灘の難所(岩礁)にて船舶の安全を見守る
白洲灯台（明治6（1873）年建立）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
友
の
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
素
晴
ら
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
若
松
海
上
保
安
部

長
と
し
て
着
任
後
、
初
め
て
「
若
松
海
保

だ
よ
り
」
で
皆
さ
ま
に
新
年
の
ご
挨
拶
が

で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
着
任
後
か
ら
、
市
民
の
安
全
安
心
を

守
る
こ
と
が
重
大
な
使
命
と
考
え
、
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
や
市
民
の
皆
さ
ま
に

我
々
の
仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
昨
今

で
は
、
多
方
面
か
ら
当
部
業
務
へ
の
応
援

や
感
謝
の
言
葉
を
頂
戴
す
る
機
会
が
増

え
る
な
ど
、
よ
り
一
層
地
域
に
感
謝
さ
れ

る
海
上
保
安
部
で
あ
り
た
い
と
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
ま
も
な
く
着
工
が
予
定
さ

れ
て
い
る
響
灘
洋
上
風
力
発
電
施
設
の
建

設
で
は
、
付
近
航
行
船
舶
の
安
全
確
保
が

大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当

部
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
恒
例
の
洞
海
湾
ク
ル
ー
ズ
の
開

催
も
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

当
部
への
厚
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

若
松
海
上
保
安
部
長

安
里

匡

白島



二

若
戸
大
橋
開
通
60
周
年
記
念
協
賛
行
事

ヘリの吊り上げ救助を体験する会員 若松海上保安部展示ブースヘリコプターによる吊上げ救助訓練

一日海上保安官と桝尾若松区長 巡視艇ともなみ一般公開

海図展示会（若松図書館）
２

灯台パネル展（若戸大橋下）

10
月
23
日
（
若
戸
大
橋
開
通
60
周
年
記
念
行

事
に
協
賛
し
て
、
当
部
で
は
他
の
協
賛
企
業
と
共

に
若
松
駅
南
側
の
公
共
岸
壁
に
お
い
て
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵

ま
れ
、
大
勢
の
市
民
に
楽
し
ん
で
頂
き
、
大
盛
況

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

一

巡
視
艇
と
も
な
み
一
般
公
開

千
四
百
人
以
上
の
市
民
が
乗
船
さ
れ
、
航
海

計
器
や
救
助
機
材
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

二

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
海
上
救
助
訓
練

北
九
州
航
空
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
ヘ
リ

一
機
が
会
場
へ飛
来
し
て
機
動
救
難
士
に
よ

り
海
上
の
溺
者
を
吊
り
上
げ
て
救
助
す
る
訓

練
を
披
露
し
ま
し
た
。

三

展
示
ブ
ー
ス

制
服
試
着
、
子
供
向
け
の
仕
事
体
験
、
海
保

グ
ッ
ズ
販
売
、
採
用
試
験
案
内
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

四

一
日
海
上
保
安
官

管
内
企
業
の
社
員
を
一
日
海
上
保
安
官
に

任
命
し
て
、
釣
り
人
や
海
事
企
業
に
海
難
防

止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
（
若

戸
大
橋
下
）
に
て
灯
台
パ
ネ
ル
展
、
若
松
図
書
館

で
は
海
図
の
展
示
会
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

機動救難士

はまちどり２号
(アグスタAW139)



令
和
３
年
に
締
結
し
た
北
九
州
市
と
の
「包
括

連
携
協
定
」に
基
づ
き
、
社
会
教
育
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

三

北
九
州
市
と
の
包
括
連
携
協
定
等

３

「
夢
授
業
」
北
九
州
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究
会
主
催

当
部
で
は
様
々
な
職
業
に
就
く
社
会
人
が
小

中
高
校
で
「仕
事
の
や
り
が
い
」や
「働
く
喜
び
」

に
つ
い
て
生
徒
と
対
話
す
る
夢
授
業
に
参
加
し

て
お
り
、
今
年
度
は
34
校
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
。

9
月
16
日

職
場
見
学
（
若
松
保
安
部
）

四
大
学
法
学
部
合
同
ゼ
ミ
（
北
九
州
市
立

大
・
熊
本
大
・
広
島
大
・関
西
学
院
大
）
の
一

環
と
し
て
、
大
学
生
40
名
が
訪
れ
、
巡
視
艇

体
験
航
海
、
業
務
説
明
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
数
名
の
学
生
が
学
歴
を

活
か
せ
る
職
業
と
し
て
興
味
を
持
ち
、
来

年
の
海
上
保
安
大
学
校
初
任
科
（
大
卒
対

象
）
を
受
験
す
る
意
向
を
示
し
、
ま
た
、
教

授
か
ら
職
場
見
学
会
の
継
続
実
施
の
要
望

を
受
け
る
な
ど
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

10
月
４
日

ス
ケ
ッ
チ
大
会

北
九
州
商
工
会
議
所
か
ら
「
あ
ん
た
の

若
松
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
す
る
た

め
、
若
松
天
使
園
の
園
児
に
若
戸
大
橋

を
背
景
に
巡
視
艇
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
た
い

と
協
力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

は
園
児
39
名
が
訪
れ
、
ス
ケ
ッ
チ
後
に
巡

視
艇
を
見
学
し
ま
し
た
。

11月は、八児小・池田小・木屋瀬小・萩原小・黒畑小・皿倉小・
千代小（八幡西区）、祝町小（八幡東区）、あやめが丘小・大谷
小（戸畑区）、江川小・二島小（若松区）の12校を訪問。



４

空気呼吸器の使い方

10
月
12
日

戸
畑
警
察
署
と
合
同
巡
回

戸
畑
警
察
署
長
が
巡
視
艇
や
ま
ざ
く
ら
に

同
乗
の
う
え
、
戸
畑
区
沿
岸
部
を
パ
ト
カ
ー

と
巡
視
艇
に
よ
り
合
同
巡
回
を
し
ま
し
た
。

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
今
後
も
連
携

を
継
続
す
る
こ
と
で
認
識
が
一
致
し
ま
し
た
。

巡視艇やまざくら船内

11
月
15
日

八
幡
西
区
国
際
化
対
策
・
沿

岸
警
備
協
力
会
総
会

当
部
、
税
関
、
八
幡
西
警
察
署
な
ど
の
取
締

り
機
関
と
八
幡
西
区
内
の
輸
出
入
事
業
者

が
密
航
や
密
輸
な
ど
水
際
対
策
を
連
携
す

る
た
め
の
会
議
に
て
、
当
部
警
備
救
難
課
長

が
出
席
し
て
海
上
保
安
庁
の
取
締
り
状
況

を
発
表
し
て
事
件
を
認
知
し
た
際
の
情
報

提
供
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

海上保安庁の密輸・密航取締り状況を発表

12
月
13
日

九
州
運
輸
局
と
の
合
同
点
検

国
土
交
通
省
が
主
導
す
る
「
年
末
年
始
の
輸

送
等
に
関
す
る
安
全
総
点
検
」と
し
て
、
当
部

と
九
州
運
輸
局
が
合
同
で
市
営
若
戸
渡
船
の

救
命
設
備
な
ど
を
点
検
し
ま
し
た
。

若松保安部長と戸畑警察署長の結束

救命設備の点検

市営若戸渡船



管
内
の
臨
海
部
に
は
油
類
、
ガ
ス
、
化
学
薬
品

な
ど
の
危
険
物
を
タ
ン
カ
ー
で
荷
役
す
る
事
業

所
が
数
多
く
所
在
し
て
い
ま
す
。
港
内
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
「
港
則
法
」
の
規
定
に
よ
り

船
舶
が
港
内
で
危
険
物
を
荷
役
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
「
関
門
港
長
」
（
若
松
海
上
保
安
部
長

に
権
限
委
任
）の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
部
で
は
危
険
物
荷
役
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
タ
ン
カ
ー
と
危
険
物
専
用
岸
壁
の
防
災
設

備
な
ど
を
定
期
的
に
点
検
し
て
い
ま
す
。

四

海
上
防
災
・
海
洋
環
境
保
護

５

12
月
10
日

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

海
上
保
安
庁
で
は
、
将
来
を
担
う
小
中
学
生
が
海
洋
環

境
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
海
へ
の
関
心
を
高
め
、
海

洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
・図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

管
内
で
は
仲
川
璃
子
さ
ん
（
則
松
小
１
年
）
が
第
七
管
区

海
上
保
安
本
部
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

12/1 ひびきエルエヌジー基地12/13 三菱ケミカル福岡事業所

第七管区海上保安本部長賞作品

表彰式

11/24 北九州エル・エヌ・ジー

12/7 日本コークス工業北九州事業所



コ
ラ
ム

<

若
戸
大
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と
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信
号
所>
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編
集
後
記

開
通
60
周
年
を
迎
え
た
若
戸
大
橋
の
思
い

出
は
、
昭
和
45
年
の
幼
少
時
に
歩
い
て
渡
り
怖

か
っ
た
こ
と
、
次
に
バ
ブ
ル
経
済
全
盛
期
の
平

成
２
年
４
月
１
日(

当
時
24
歳)

四
車
線
化
の

日
に
大
分
か
ら
若
松
へ
異
動
と
な
っ
て
新
任
地

へ向
か
う
高
揚
感
と
家
財
一
式
を
満
載
し
た
マ

イ
カ
ー
で
快
走
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

平
成
２
年
当
時
は
保
安
部
庁
舎
前
の
「
若
松

南
海
岸
通
り
」
に
は
警
察
艇
、
曳
船
、
作
業
船

な
ど
が
係
留
さ
れ
、
水
上
警
察
署
、
税
関
、
市

港
湾
局
、
船
会
社
の
事
務
所
や
木
造
倉
庫
、

港
湾
労
働
者
向
け
の
食
堂
な
ど
が
建
ち
並
ん

で
雑
然
と
し
た
港
町
で
し
た
。
ま
た
、
若
戸
渡

船
の
利
用
客
が
多
く
「
若
松
の
表
玄
関
」
で

あ
っ
た
往
時
の
面
影
も
残
し
て
い
ま
し
た
。

先
日
に
映
画
「
網
走
番
外
地

悪
へ
の
挑
戦
」

を
観
る
機
会
が
あ
り
、
主
演
の
高
倉
健
が
昭

和
42
年
撮
影
当
時
の
海
岸
通
り
を
歩
き
、
沖

に
停
泊
す
る
大
型
貨
物
船
の
間
を
木
造
の
小

舟
が
行
き
交
う
シ
ー
ン
を
目
に
し
て
「
昭
和
」

を
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。
現
在
の
海
岸
通
り

は
巡
視
艇
の
み
が
係
留
さ
れ
、
古
い
建
物
が
一

掃
さ
れ
て
情
景
が
一
変
し
ま
し
た
。
代
わ
り
に

オ
シ
ャ
レ
な
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
12
月
の
今

は
華
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
彩
ら
れ
て

観
光
地
化
し
て
お
り
、
若
松
区
民
が
誇
れ
る

街
並
み
と
し
て
次
世
代
へ
引
き
継
が
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

次
長

倉
田
主
税

若
松
港
（
関
門
港
若
松
区
）
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
か
つ
て
は
筑
豊
産
石
炭
の
積
出
し

港
と
し
て
繁
栄
し
て
、
昭
和
10
～
20
年
代
に

は
横
浜
や
神
戸
を
抜
い
て
出
入
港
隻
数
日

本
一
と
な
っ
た
輝
か
し
き
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

水
深
が
浅
い
洞
海
湾
は
海
域
が
狭
く
、
船

舶
が
相
互
に
行
き
交
う
こ
と
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
船
舶
の
交
通
を
整
理
す
る
た
め
、

ブ
イ
（
浮
標
）
に
よ
り
航
路
を
設
定
し
て
、
時

間
帯
に
よ
り
出
航
と
入
航
の
信
号
を
切
り

替
え
る
「
一
方
通
航
」
方
式
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

法
的
に
は
、
「
港
則
法
」
の
規
定
に
よ
り
、

洞
海
湾
に
出
入
港
す
る
船
舶
（
総
ト
ン
数
三

百
ト
ン
以
上
）
は
、
航
路
を
航
行
す
る
、
関

門
港
長
の
信
号
に
従
う
、
入
出
港
予
定
を

通
報
す
る
３
つ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
信
号

所
は
、
洞
海
湾
入
口
（
港
口
）
、
戸
畑
区
牧

山
、
若
松
区
二
島
の
三
か
所
に
設
置
さ
れ
、

信
号
は
電
光
表
示
板
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

昭
和
期
に
は
、
響
灘
若
松
防
波
堤
（
洞
海

湾
入
口
）
、
若
戸
大
橋
の
橋
台
（
若
松
側
）
、

戸
畑
区
牧
山
、
八
幡
西
区
道
伯
山
（
黒
崎

城
址
）
の
四
か
所
に
信
号
所
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ミ
ニ
カ
ム
（
白
色
の
点
滅
ラ
イ
ト
）
を

信
号
と
し
て
い
ま
し
た
。

現在：牧山信号所（戸畑区）

管制信号 ：I - 入航（IN）
(電光表示) O - 出航（OUT）

電光表示板に「I」を表示
→入航(港)可 (※出航(港)不可)

昭和期：若戸大橋の橋台(若松側)にあった
信号所（現在は撤去されています。）

管制信号 : ミニカム（白色の点滅
ライト)

<北九州市役所HPから引用>

若松中央信号所
S37(1962)～S59(1984)年まで開業


